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１６年国民平和大行進成功を

を！ 
やかに、元気に 

６
・３
０
府
内
行
進
ス
タ
ー
ト 

 

 

 

２
０
１
６
年
国
民
平
和
大
行
進
が
、
全
国
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
五
八
年
以
来 

続
け
ら
れ
、
五
十
九
回
目
の
夏
を
迎
え
る
世
界
で
唯
一
の
「
ピ
ー
ス
マ
ー
チ
」
で
す
。

今
年
の
国
民
平
和
大
行
進
は
、「
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
を
求
め
る
国
際

署
名
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
世
界
で
数
億
集
め
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も 

 
 

全
自
治
体
訪
問
し
ま
す 

  

今
年
も
大
阪
府
下
全
自
治

体
四
十
三
市
町
村
を
訪
問
し

ま
す
。
山
間
部
の
千
早
赤
坂 

村
へ
は
、
自
動
車
パ
レ
ー
ド 

で
周
り
ま
す
。
今
年
も
国
民

平
和
大
行
進
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
、
各
地
区
の
実
行
委
員

会
が
開
か
れ
、
準
備
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ノーモア・ヒバクシャ近畿 

訴訟 

「全面勝利を 

 めざすつどい」 

☆６月１１日（土） 

 午後２時～ 

☆大阪グリーン 

     会館 

☆２０１５年国民平和大行進。自治体首長と歩く全国通し行

進の山口逸郎さん（右）と松永洋子さん（左） 

府内通し行進者 13名 

○大島 守さん（旭区平和委員会・

大阪平和遺族会） 

○北川 恒雄さん（安保破棄大阪実

行委員会） 

○馬場 忠雄さん（大阪国公革新懇） 

○稲内 一夫さん（年金者組合岸和

田支部） 

○田村 真理さん（関共労組ＯＢ） 

○麻野 京子さん（新婦人藤井寺支

部） 

○玉置 敏次さん（大阪平和委員会） 

○小豆島 正典さん（日ベト協会大

阪府連） 

○小玉 利生さん（けいはん医療生

協・通信労組ＯＢ） 

○臼田 龍右さん（けいはん医療生

協） 

○牛山 一雄さん（非核の政府を求

める大阪の会） 

○大矢 勝さん（高槻年金者組合） 

○吉田 穂高さん（旭区平和委員会） 

 

沖
縄
平
和
行
進 

 
 

に
も
行
っ
て
き
ま
す 

  

大
阪
か
ら
沖
縄
の
国
民
平

和
大
行
進
に
、
北
川
恒
雄
さ

ん
は
じ
め
八
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に

参
加
さ
れ
、
沖
縄
の
方
か
ら

「
大
阪
か
ら
の
参
加
は
、
国

民
平
和
大
行
進
の
歴
史
を
沖

縄
の
若
者
に
伝
え
る
の
に
、

大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
く

れ
て
い
ま
す
」
と
、
歓
迎
の 

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

れ
て
い
ま
す
。 

山
内
さ
ん
、 

 

サ
ニ
ョ
さ
ん
、
歓
迎 

  

東
京
～
広
島
コ
ー
ス
通
し 

行
進
者
は
、
山
内
金
久
さ
ん 

（
東
京
・
板
橋
原
水
協
）、
国

際
青
年
リ
レ
ー
と
し
て
Ａ
・

Ｇ
・
サ
ニ
ョ
さ
ん
（
フ
イ
リ

ピ
ン
）
が
大
阪
府
内
を
行
進

し
ま
す
。
山
内
さ
ん
は
、
東

京
・
夢
の
島
を
五
月
六
日
に

出
発
し
、
今
静
岡
を
歩
い
て

い
ま
す
。
サ
ニ
ョ
さ
ん
は
、

昨
年
、
福
岡
県
を
行
進
し
、 

今
年
は
、
大
阪
府
内
八
日
間

に
挑
戦
し
ま
す
。 

  

あ
な
た
も 

 
 
 

一
歩
で
も
二
歩
で
も 

  

六
月
三
十
日
、
奈
良
県
か

ら
柏
原
市
に
引
き
継
が
れ
、

大
阪
府
内
行
進
の
開
始
で

す
。
世
界
大
会
を
成
功
さ
せ
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を

実
現
す
る
大
き
な
力
を
生
み

出
す
も
の
で
す
。
み
ん
な
で

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 
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アメリカは、今こそ核兵器廃絶の声を 

オ
バ
マ
大
統
領
広
島
訪
問
で
多
く
の
取
り
組
み
を
展
開 

 

 

 

 

核
廃
絶
の
道
筋
見
え
ず 

 

寝
屋
川
市
原
爆
被
害
者
の
会
会

長
・
大
阪
原
水
協
副
理
事
長
の
山
川

美
英
さ
ん
の
取
材
記
事
が
読
売
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
山
川
さ
ん

は
読
売
新
聞
の
取
材
に
対
し
て
、
四

歳
の
時
広
島
で
の
被
爆
し
て
以
来
、

被
爆
者
と
し
て
辛
苦
を
現
在
の
胃

癌
摘
出
ま
で
の
話
を
語
り
ま
し
た
。

今
回
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪

問
で
の
演
説
に
対
し
、
「
核
兵
器
廃

絶
は
被
爆
者
の
願
い
。
そ
の
具
体
的

道
筋
を
語
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
要
請
文 

 

大
阪
原
水
協
と
寝
屋
川
原
爆
被
害

者
の
会
は
、
五
月
二
十
日
淀
屋
橋
に

あ
る
ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
、
オ
バ
マ

大
統
領
の
広
島
訪
問
へ
の
要
請
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
領
事
館
側
は
、

不
当
に
も
文
書
の
受
け
取
り
の
手

渡
し
を
拒
否
。
警
備
員
と
警
察
と
の

問
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
後
日
の
要

請
文
送
付
と
な
り
ま
し
た
。
要
請
文

の
内
容
は
、
被
爆
者
と
の
対
話
、
原

爆
資
料
館
の
訪
問
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
国
連
「
作
業
部
会
」
へ
の
参
加

な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。 

た
。 

近
鉄
百
貨
店
前
で
宣
伝
行
動 

 

五
月
二
十
七
日
、
大
阪
原
水
協
は
、
オ

バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
日
に
合
わ
せ

て
の
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
上
六 

近
鉄
百
貨
店
で
、
七
団
体
十
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
訪
問
に
合
わ
せ
て
の
ビ
ラ
も

用
意
さ
れ
、「
被
爆
者
の
話
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
原
爆
資
料
館
に
入
り
、
被
爆
の

実
相
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
国
連
で
の
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
核
兵
器
禁
止

条
約
の
作
業
部
会
に
入
り
、
今
こ
そ
核
兵

器
廃
絶
の
先
頭
に
立
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

通
行
人
の
方
に
訴
え
ま
し
た
。
三
百
枚
の

ビ
ラ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

核
兵
器
発
射
カ
バ
ン
も
近
く
に 

 

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
欧

州
メ
ヂ
イ
ア
も
「
歴
史
的
」
と
、
歓
迎

の
コ
メ
ン
ト
で
評
価
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
イ
ギ
リ
ス
国
営
放
送
）

は
、
「
オ
バ
マ
氏
か
ら
数
歩
離
れ
た
と

こ
ろ
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
核
兵
器
発

射
コ
ー
ド
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
持
つ

軍
人
が
立
っ
て
い
た
」
と
も
報
じ
ま
し

た
。
ま
た
「
オ
バ
マ
氏
は
一
兆
ド
ル 

（
百
五
兆
円
）
の
核
兵
器
近
代
化
の
予

算
を
承
認
。
世
界
最
大
の
核
兵
器
大
国

の
指
導
者
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
報

道
し
て
い
ま
す
。 


